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さいたま市介護支援専門員協会広報誌
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2008年春号

第
４
回
全
体
研
修
会

　

開
催
日　
　

平
成
20
年
１
月
26
日
（
土
）

　

開
催
場
所　

大
宮
法
科
大
学
大
学
院
ビ
ル　

佐
藤
栄
太
郎
記
念
講
堂

　

第
４
回
全
体
研
修
会
は
市
民
公
開
講
座
も
兼

ね
て
い
た
の
で
、
一
般
の
方
々
も
参
加
さ
れ
、

座
席
が
足
り
な
く
な
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し

た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
脳
卒
中
に
つ
い
て

１　

脳
卒
中
の
予
防
…
さ
い
た
ま
赤
十
字
病

院　

神
経
内
科　

山
本
健
詞
先
生

２　

脳
卒
中
の
急
性
期
治
療
…
埼
玉
医
科
大
学

国
際
医
療
セ
ン
タ
ー　

棚
橋
紀
夫
教
授

３　

脳
卒
中
の
社
会
復
帰
へ
…
自
治
医
大
さ

い
た
ま
医
療
セ
ン
タ
ー　

木
棚
究
先
生

　

埼
玉
精
神
神
経
セ
ン
タ
ー
の
丸
木
雄
一
先

生
を
座
長
に
そ
れ
ぞ
れ
貴
重
な
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

脳
卒
中
は
必
ず
し
も
死
に
至
る
病
気
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
後
遺
症
が
残
り
、
寝
た
き
り
に

　

な
る
原
因
の
第
１
位
な
の
で
、
危
険
因
子
を
減

ら
し
て
発
病
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
高
血
圧
、喫
煙
、糖
尿
病
、心
臓
細
動
、

飲
酒
に
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
も
し
、
脳

卒
中
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、ま
ず
は
病
院
へ
。

血
栓
を
溶
か
す
Ｔ
Ｐ
Ａ
の
治
療
を
受
け
る
に
は

２
時
間
以
内
に
救
急
搬
送
し
、
病
院
に
到
着
す

る
こ
と
が
必
要
だ
そ
う
で
す
。
現
在
、
急
性
期

病
院
で
は
治
療
の
際
、
多
職
種
が
情
報
を
共
有

し
合
え
る
よ
う
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
が
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
転
院
時
に
は
急
性
期
病

院
と
リ
ハ
ビ
リ
病
院
の
連
携
に
役
立
つ
よ
う
な

地
域
連
携
パ
ス
の
利
用
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
社
会
復
帰
に
向
け
て
、
医
療

と
福
祉
の
連
携
が
ま
す
ま
す
重
要
視
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
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平
成
十
九
年
度
最
後
の
研
修
会
に
つ
い

て
は
、
当
初
区
独
自
で
医
療
関
連
の
計
画

が
あ
り
ま
し
た
が
最
終
的
に
、
西
区
大
宮

区
合
同
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
懇
談
会
開
催

と
な
り
、
様
々
な
情
報
の
交
換
と
各
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
抱
え
て
い
る
問
題
に
つ
い

て
の
話
し
合
い
の
場
を
も
つ
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
話
題
は
多
方
面
に
亘
り
ま
し
た

が
、

　

・
研
修
制
度
に
つ
い
て
、
ま
た
そ
の
費
用

に
つ
い
て

　

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
に
つ
い

て
、
名
称
、
制
度
の
問
題
点
に
つ
い
て

　

・
派
遣
社
員
と
し
て
働
い
て
い
る
介
護
職

員
、
看
護
職
員
の
状
況
に
つ
い
て

　

・
新
規
施
設
の
設
立
状
況
に
つ
い
て

　

・
介
護
職
員
の
定
着
率
に
つ
い
て

　

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

相
互
利
用
の
可
能
性
に
つ
い
て

　

・
情
報
の
公
表
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
現

場
で
の
受
け
止
め
方
は
ど
う
か

　

等
々
、
ど
れ
を
取
っ
て
も
切
実
な
話
題

で
あ
り
、
ま
た
困
難
な
状
況
を
含
ん
で
い

る
問
題
ば
か
り
で
あ
り
ま
し
た
。
当
日
の

出
席
者
数
が
十
一
名
で
し
た
の
で
、
普
段

は
言
い
に
く
い
本
音
に
近
い
話
な
ど
も
交

換
で
き
、
一
年
間
の
締
め
く
く
り
と
し
て

西
区
、
大
宮
区
合
同
研
修
会

　

開
催
日　
　

平
成
20
年
３
月
21
日
（
金
）
午
後
３
時
半

　

開
催
場
所　

特
養
は
る
ぱ
て
お

は
心
和
む
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。
大
き

な
問
題
で
あ
っ
た
コ
ム
ス
ン
の
、
そ
の
後

ど
ん
な
変
化
が
あ
っ
た
の
か
な
か
っ
た
の

か
、
介
護
行
政
が
機
能
し
て
い
る
の
か
し

て
い
な
い
の
か
、
現
場
か
ら
の
貴
重
な
お

話
も
あ
り
ま
し
た
。
介
護
保
険
の
な
か
で

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
位
置
付
け
は
ど
う

考
え
た
ら
よ
い
の
か
、
…
…
話
は
尽
き
ま

せ
ん
で
し
た
。　
　
　

（
西
区
広
報
委
員　

大
矢
）

　

平
成
20
年
３
月
30
日

（
土
）
の
う
ら
ら
か
な
春

の
午
後
、
桜
が
ほ
ぼ
満
開

の
中
。
車
で
40
分
の
ド
ラ

イ
ブ
を
楽
し
み
な
が

ら
「
グ
ッ
ド
タ
イ
ム

リ
ビ
ン
グ
埼
玉
蓮
田
」

へ
見
学
へ
行
っ
て
き

ま
し
た
。
参
加
者
は

８
名
！

　

入
居
金　

六
百
万

円
。
月
　々

23
～
24
万

円
と
い
う
、
ち
ょ
っ

と
お
高
い
施
設
…
い

や
“
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
”

第
２
回　

緑
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

　

開
催
日　
　

平
成
20
年
３
月
30
日
（
金
）

（
老
人
ホ
ー
ム
や
施
設

と
は
呼
ば
せ
な
い
と

の
こ
と
）
は
、
本
当

に
ホ
テ
ル
並
み
の
設

備
と
サ
ー
ビ
ス
を
誇

る
素
晴
ら
し
い
所
で
、

参
加
者
か
ら
出
る
の

は
た
め
息
ば
か
り
…
。

こ
ん
な
ス
テ
キ
な
所

で
暮
ら
す
老
後
を
夢

見
る
な
ら
ば
、
し
っ

か
り
今
か
ら
貯
蓄
を

し
な
け
れ
ば
と
参
加
者
の

意
見
が
一
致
し
、
帰
路
に

つ
い
た
の
で
し
た
！

ここに空スペースができます．どのように対応しましょうか？

例えば，お勧めの書籍や，告知板などの埋め草を入れてもいいと思います．



3

　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

と
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
旧
与
野
市
と

旧
浦
和
市
の
協
会
会
員
と
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
主
に
所
長
）
の
50
名
が
集
ま
っ
た
。

　

始
め
に
、
さ
い
た
ま
市
の
年
金
医
療
課　

須
田　

哲
也
氏
に
よ
る
“
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
説
明
会
”

を
開
催
し
た
。

　

さ
い
た
ま
市
の
後
期
高
齢
者
医
療
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
参
考
に
制
度
の
仕
組
み
や
財
源
、
軽
減
措
置
等
、

ま
た
、
全
国
的
な
傾
向
や
県
全
体
の
自
治
体
の
傾
向

も
織
り
交
ぜ
ら
れ
、
さ
い
た
ま
市
の
制
度
へ
の
考
え

方
を
学
び
、
質
疑
応
答
で
は
す
で
に
現
場
で
質
問
を

受
け
て
い
る
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
質
問
が
続
き
、
内

容
の
濃
い
講
義
が
約
80
分
間
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
は
、
コ
ー
ヒ
ー
や
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
等
が
振

舞
わ
れ
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
参
加
者
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。

　

あ
り
が
ち
な
事
例
（
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）
を
も
と
に
、

①
緊
急
時
訪
問
看
護
の
対
応　

②
訪
問
看
護
指
示
書

へ
の
考
え
方　

③
医
療
保
険
給
付
に
お
け
る
訪
問
看

護
と
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
の
連
携　

④
難
病
の
方

へ
の
関
わ
り
方
が
主
な
話
し
合
い
の
材
料
と
な
っ
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
に
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
々

に
交
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
為
、
そ
の
事
例
に
対
す
る

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
か
ら
の
エ
ビ
デ
ン
ス

　

今
回
は
、
明
医
研
デ
ュ
エ
ッ
ト
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
福
本

俊
氏
と
ケ
ア
メ
イ
ト
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
者
の
原
田
雅

子
氏
を
お
迎
え
し
、「
医
療
と
の
連
携
に
つ
い
て
」「
訪
問
看
護
と

の
連
携
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

福
本
氏
よ
り
、
今
後
、
日
本
は
健
康
寿
命
、
平
均
寿
命
と
も
世
界

一
で
あ
る
と
共
に
世
界
に
類
を
み
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
進
行

す
る
。特
に
埼
玉
県
は
２
０
１
５
年
で
は
全
国
１
の
増
加
率
で
あ
る
。

一
般
国
民
で
６
割
の
人
は
死
期
が
迫
っ
て
い
る
場
合
、
自
宅
で
の
療

養
生
活
を
希
望
し
て
い
る
が
、
実
際
は
自
宅
で
の
療
養
は
困
難
と
考

え
て
い
る
人
が
一
般
国
民
で
５
割
も
い
る
。
今
後
、
在
宅
療
養
を
行

え
ら
れ
る
た
め
に
も
、
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
と
各
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
と
連
携
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
話
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
原
田
氏
よ
り
訪
問
看
護
の
利
用
方
法
、
訪
問
看
護
の
内

容
と
役
割
、
訪
問
看
護
か
ら
見
た
理
想
の
チ
ー
ム
医
療
、
医
療
依

存
の
高
い
患
者
の
退
院
か
ら
在
宅
ま
で
の
手
順
に
つ
い
て
お
話
を

頂
き
ま
し
た
。

　

訪
問
看
護
Ｓ
Ｔ
か
ら
ケ
ア
マ
ネ
へ
、
医
療
保
険
で
の
訪
問
看
護

の
場
合
で
も
予
定
確
認
の
た
め
に
利
用
票
は
送
っ
て
欲
し
い
、
看

護
師
か
ら
見
た
ケ
ア
に
お
い
て
、
福
祉
用
具
導
入
に
関
し
て
は
、

出
来
る
だ
け
早
く
対
応
を
し
て
欲
し
い
と
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
の
案
内
、
照

会
を
主
治
医
に
出
す
が
戻
ら
な
い
事
が
多
い
が
、
ど
の
よ
う
に
し

た
ら
良
い
か
と
の
質
問
に
は
「
往
診
の
場
面
で
担
当
者
会
議
を
開

い
て
く
れ
れ
ば
有
難
い
、利
用
者
の
外
来
に
着
い
て
来
て
も
良
い
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

第
３
回　

南
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

　

開
催
日　
　

平
成
20
年
２
月
13
日

　

開
催
場
所　

本
太
公
民
館

平
成
19
年
度
第
３
回
浦
和
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

　
　

～
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
交
流
会
～

　

開
催
日　

平
成
20
年
３
月
22
日
（
土
）
13
：
30
～

　

開
催
日
所　

す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
４
階
会
議
室　

の
説
明
や
お
互
い
の
本
音
が
飛
び
交
い
、
話
が
脱
線

し
た
り
し
て
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
と
な
っ
た
。
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
は
、
そ
の
“
脱

線
話
”
が
非
常
に
勉
強
に
な
っ
た
。

　

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
備
え
、
在
宅
医
療
に
恵
ま
れ
た
こ

の
地
域
で
、
い
か
に
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
医
療
と

の
連
携
を
強
化
で
き
る
か
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

る
機
会
と
な
っ
た
。
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今
回
は
、「
各
在
宅
事
業
所
と
の
情
報

交
換
」
を
テ
ー
マ
に
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ま
ご
こ
ろ
の
碓
井
政
子
氏
、
フ
ラ

ン
ス
ベ
ッ
ド
メ
デ
ィ
カ

ル
サ
ー
ビ
ス
の
井
上
清

司
氏
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
２
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
意
見
・
情
報
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

実
際
の
ケ
ー
ス
を
取

り
挙
げ
な
が
ら
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
、
訪

問
看
護
を
ケ
ア
プ
ラ
ン

に
位
置
づ
け
る
と
き
の

目
的
や
、
主
治
医
・
開

業
医
と
の
連
携
の
あ
り

方
、
指
示
書
を
書
い
て

い
た
だ
く
方
法
な
ど
具

体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

福
祉
用
具
で
は
ベ
ッ

ド
で
マ
ッ
ト
の
上
に
布

団
を
敷
く
利
用
者
さ
ん

な
ど
、
間
違
っ
た
使
い
方
を
し
て
い
る

ケ
ー
ス
や
電
動
車
い
す
の
事
故
の
要
因
と

し
て
使
用
規
程
の
法
的
整
備
が
遅
れ
て
い

　

高
齢
者
賃
貸
住
宅
の
現

状
を
、
セ
ン
タ
ー
長
、
原

　

英
彰
氏
よ
り
お
話
頂
き

ま
し
た
。

　

高
齢
者
賃
貸
住
宅
の
利

点
と
し
て
は
、
①
高
額
な

一
時
金
が
必
要
な
く
、
年

金
の
範
囲
内
で
利
用
で
き

る
料
金
設
定
で
、
気
軽
に

住
み
替
え
が
で
き
る
。
②

夜
間
の
緊
急
対
応
コ
ー
ル

の
受
付
、
そ
の
他
３
度
の

食
事
、
１
日
１
時
間
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
入
居

者
か
ら
の
情
報
等
で
在
宅

サ
ー
ビ
ス
で
は
補
え
な
い

見
守
り
の
部
分
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
。

　

ま
た
、
こ
ち
ら
の
施
設
で
は
単
独
の
高

齢
者
住
宅
と
は
違
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
訪

問
介
護
も
併
設
し
て
い
る
の
で
閉
鎖
的
に

な
ら
ず
、
地
域
や
外
部
の
人
達
と
自
然
な

流
れ
で
交
流
を
深
め
る
事
が
で
き
る
と
い

う
特
色
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
平
均
介
護
度
は
要
介
護
２
で
す
が
、

オ
ム
ツ
交
換
の
必
要
な
方
も
数
名
い
る
そ

る
点
を
挙
げ
、
使
用
の
際
の
注
意
点
に
つ

い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

訪
問
看
護
の
視
点
か
ら
み
て
訪
問
看
護

が
必
要
と
思
う
ケ
ー
ス

や
、
福
祉
用
具
を
導
入

す
る
際
で
き
る
だ
け
情

報
を
い
た
だ
き
た
い
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点

で
の
意
見
は
気
付
か
さ

れ
る
こ
と
も
多
く
、
今

後
の
担
当
者
会
議
の
方

法
や
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
内

容
に
つ
い
て
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

　

最
後
に
一
人
ず
つ
感

想
を
聞
き
、「
疑
問
・
悩

み
が
解
消
で
き
た
」「
次

回
は
困
難
事
例
に
つ
い

て
も
テ
ー
マ
に
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
実
際
に

現
場
の
意
見
を
聞
い
た

り
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と

で
お
互
い
の
距
離
も
縮
ま
り
、
よ
り
連
携

し
や
す
い
環
境
が
整
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

岩
槻
区
・
見
沼
区
合
同
サ
ロ
ン

　

開
催
日　
　

平
成
20
年
３
月
15
日
（
土
）

　

開
催
場
所　

岩
槻
駅
東
口
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

う
で
す
。

　

終
の
棲
家
で
は
な
く
、

２
年
で
契
約
更
新
と
な

り
在
宅
に
復
帰
さ
れ

る
方
、
特
養
、
老
健
等

施
設
に
入
所
さ
れ
る
方

な
ど
様
々
で
す
が
、
住

み
替
え
に
つ
い
て
は
ス

ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る

よ
う
支
援
体
制
も
あ
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
ひ

と
り
暮
ら
し
が
難
し
く

な
っ
た
高
齢
者
に
と
っ

て
誰
か
が
そ
ば
に
居
る

安
心
感
が
あ
り
、
需
要

が
高
い
よ
う
で
す
。

　

今
後
、
高
齢
者
の
用
途
や
要
望
に
あ
わ

せ
た
特
色
の
あ
る
施
設
が
増
え
れ
ば
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
も
っ
と
自
由
に
選
択
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
で
は
？
等
意
見
も
上
が

り
ま
し
た
。

　

施
設
見
学
後
は
、
場
所
を
か
え
て
意
見

交
換
会
を
開
き
、
次
年
度
の
要
望
な
ど
活

発
な
意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

第
３
回
中
央
区
・
桜
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

　

開
催
日　
　

平
成
20
年
３
月
29
日
（
土
）

　

開
催
場
所　

複
合
型
ケ
ア
セ
ン
タ
ー　

ジ
ュ
ネ
ス
ラ
イ
フ
さ
い
た
ま
中
央
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昨
年
９
月
に
引
き
続
き
峯
尾
先
生
を
お

招
き
し
、
表
記
の
研
修
会
を
開
催
し
た
。

介
護
保
険
施
設
に
従
事
す
る
施
設
介
護
支

援
専
門
員
お
よ
び
施
設
職
員
も
対
象
に
、

オ
ー
プ
ン
形
式
（
有
料
）
と
し
て
実
施
、

21
名
が
参
加
し
た
。

用
意
し
た
事
例
に
基
づ
き
、
Ｉ
Ｃ
Ｆ
の

視
点
に
よ
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
か
ら
長
期
目

標
、
短
期
目
標
、
具
体
策
の
設
定
と
、
実

際
に
第
１
表
・
第
２
表
の
作
成
ま
で
を
学

習
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
セ
ン

タ
ー
方
式
を
活
用
し
て
プ
ラ
ン
作
成
の
プ

ロ
セ
ス
を
し
っ
か
り
と
確
認
。
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
意
向
を
実
際
に
本
人
の
言
葉
で
書

く
こ
と
で
ニ
ー
ズ
の
抽
出
を
図
る
演
習
を

行
っ
た
。

先
生
よ
り
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
上
達
の

コ
ツ
は
？
「
と
に
か
く
書
く
こ
と
、
そ
こ

か
ら
手
直
し
。
出
来
あ
が
っ
た
ら
人
に
見

　

今
回
は
介
護
保
険
施
設

に
従
事
す
る
施
設
介
護
支

援
専
門
員
お
よ
び
施
設
職

員
も
対
象
に
、
オ
ー
プ
ン

形
式
（
有
料
）
と
し
て
実

施
。
16
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

講
義
、
個
人
ワ
ー
ク

（
演
習
）、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
（
振
り
返
り
）
の
繰
り

返
し
を
通
し
、
日
常
生
活

の
一
場
面
を
生
活
機
能
の

視
点
で
捉
え
る
訓
練
を
行

う
事
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｈ
の

視
点
「
医
学
モ
デ
ル
」
と

Ｉ
Ｃ
Ｆ
の
視
点
「
社
会
モ

デ
ル
」
に
つ
い
て
整
理
し

て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

出
来
た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｆ

の
流
行
に
よ
り
医
学
モ
デ

ル
が
否
定
的
に
捉
え
が
ち

だ
が
、
社
会
モ
デ
ル
と
合

わ
せ
た
双
方
の
視
点
を
理

解
し
た
う
え
で
対
象
者
を

捉
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
、
こ
と
に
改
め
て
気
づ

く
事
が
で
き
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も

「
医
学
モ
デ
ル
・
社
会
モ

デ
ル
を
統
合
し
て
考
え
る

事
が
大
切
で
あ
る
こ
と
に

気
づ
い
た
」「
Ｉ
Ｃ
Ｆ
の

視
点
は
現
場
の
プ
ラ
ン
に

は
ま
だ
ま
だ
活
か
し
き
れ

平
成
19
年　

第
３
回
施
設
介
護
支
援
専
門
員
研
修

　

開
催
日
：　

平
成
20
年
１
月
19
日
（
土
）
13
：
30
～
17
：
00

　

場　

所
：　

埼
玉
精
神
神
経
セ
ン
タ
ー
（
中
央
区
）

　

テ
ー
マ
：　
「
Ｉ
Ｃ
Ｆ
の
視
点
～
介
護
者
に
必
要
な
視
点
を
や
し
な
お
う
～
」

　

内　

容
：　

講
義
と
演
習

　
　
　
　
　
　

ね
ら
い
…
「
そ
の
人
中
心
の
介
護
」
の
実
現
を
目
指
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｆ
の
考
え

方
を
理
解
す
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｆ
の
視
点
を
活
か
し
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
展
開
す
る
と

い
う
こ
と
は
具
体
的
に
ど
う
す
る
こ
と
な
の
か
を
理
解
す
る
。

　

講　

師
：　

さ
い
た
ま
市
認
知
症
介
護
指
導
者　
　

　
　
　
　
　
　

高
齢
者
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ゆ
ら
ぎ　

寺
岡　

伸
子　

先
生

て
い
る
と
は
言
え
な
い
現

状
で
す
が
、
定
着
さ
せ
て

い
け
る
よ
う
に
努
力
し
た

い
」「“
そ
の
人
ら
し
さ
”

を
う
た
い
な
が
ら
介
護
者

中
心
の
介
護
を
し
て
き
た

事
に
気
づ
い
た
」「
利
用

者
と
の
日
々
の
か
か
わ
り

で
活
用
で
き
る
考
え
方
だ

と
気
づ
い
た
」
な
ど
の
意

見
が
聞
か
れ
、
有
意
義
な

研
修
会
と
な
っ
た
よ
う
で

す
。

　

尚
、
今
回
一
般
参
加
さ

れ
た
方
の
う
ち
４
名
の
方

よ
り
入
会
の
申
し
込
み
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

て
も
ら
う
」「
初
め
か
ら
う
ま
く
書
こ
う

と
し
な
い
。
目
指
せ
、
イ
チ
ロ
ー
。
３
割

で
良
い
！
」
と
印
象
的
な
お
言
葉
を
頂
い

た
。ア

ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
「（
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
の
）
し
た
い
こ
と
、
で
き
る
こ
と
探
し

の
難
し
さ
を
改
め
て
感
じ
た
」「
人
と
協

力
す
る
こ
と
、
相
手
の
こ
と
を
思
い
や
る

気
持
ち
の
大
切
さ
に
改
め
て
気
づ
い
た
」

な
ど
の
感
想
か
ら
「IC

F

の
研
修
を
今
後

も
継
続
し
て
欲
し
い
」「
事
例
を
使
っ
た

研
修
を
今
後
も
お
願
い
し
ま
す
」「
他
施

設
の
ケ
ア
マ
ネ
と
情
報
交
換
が
で
き
て
参

考
に
な
っ
た
」な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

ま
た
「
今
度
う
ち
の
施
設
を
会
場
に
使
っ

て
く
だ
さ
い
」と
嬉
し
い
意
見
も
戴
い
た
。

　

尚
、
今
回
一
般
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
も

入
会
の
申
込
が
あ
っ
た
。

平
成
19
年　

第
4
回
施
設
介
護
支
援
専
門
員
研
修
の
報
告

開
催
日
：　

平
成
20
年
３
月
８
日
（
土
）

場　

所
：　

浦
和
し
ぶ
や
苑
（
緑
区
）

テ
ー
マ
：　
『
Ｉ
Ｃ
Ｆ
の
視
点
を
活
か
し
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
ろ
う
』

講　

師
：　

神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学　

峯
尾　

武
巳　

先
生
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ほ の ぼ の さ ん ぽ

１．平成19年度会費納入について
　当協会の運営は会員様の会費によって運営されております．未納の方は大至急下記口座にお振り込み下さい．

　　　郵便局口座　口座番号　10320　番号　76599611
　　　　　　　　　加入者名　さいたま市介護支援専門員協会
※ 事業所名で振り込んだ場合，同事務所に複数の会員がいる場合特定できませんので会員名で振り込んでください．

事業所名で振り込んでしまった場合は，振込日，事業所名・会員名を事務局までご連絡下さい．

２．会員の住所・事業所等登録事項に変更があった場合や入会希望の場合は事務局までご
連絡下さい．

　　　　　　さいたま市介護支援専門員協会　事務局　野崎・西間木
　　　　　　　（財）さいたま市在宅ケアサービス公社内
　　　　　　　　　電話番号　048-645-7470　　　　　FAX　048-645-7500
　

リニューアルしたので見てくださ〜い !!

事 務 局 よ り

ホームページ
h t t p : / / www . s a i t am a s h i - k e am a n e . j p　

　世の中は春という季節らしい。花は歌い、鳥は踊り、
猫は居眠りする季節らしい。気温は暖かくなっている
のに、オイラの財布の中身は、いまだに北極並みの寒
さを誇っている。財布の中身だけは温暖化が進んでほ
しいなぁ…なんて事を思っても、カミさんには言えず
にいる…そんなある日の事。カミさんとガキンチョが
寝静まった丑三つ時に、家を抜け出し黒鯛が待つ海へ
と向かった。

　「早朝だけ釣りして、昼には家にいて、午後は家族
に尽くせば大丈夫！」と自分に言い聞かせて堤防に乗
り込んだ。夜明けの堤防にはビッシリとオッチャン達
が陣取っている。なんとか間を見つけオイラも戦闘体
勢。やがて、すっかり日が昇り…
　「釣れない！」と誰かが言った一言で、堤防に横の
連携が生まれた。地元のオッチャンが「昨日は釣れた。」
遠くから来てそうなオッチャンが「潮の流れが悪い。」
何人かのグループで来ていたオッチャンは「お前が来

たから釣れない。」と仲間を野次る…などなど。

　目的が同じ集団は、知らない人同士でも簡単につな
がる事が出来るという分かりやすい現象が、今、まさ
にココで起きている！！
　※尚、釣人の釣れない言い訳は、アッと言う間に本
が完成するくらい豊富である。
　
　きっとオッチャン達は要介護状態になって、折り紙
と磁石で作った魚を釣らされても満足しないに違いな
い…なんて考えていたら夕方になっちゃった！！
　携帯には、カミさんからの着信　着信　着信…怒り
のメールが怒怒怒怒怒…。最高に自由な休日は、一気
に氷河期に突入！トイレにすら寄らず一目散！！
　オッチャーンた～ち！今度は釣れる日に会いましょ
～う！！　来れたらね…
※帰宅後に、オイラに降り注いだ災難（自業自得？）
については、ご想像にお任せいたします☆

編集後記
　　役員の皆さん，会員の皆さん，一年間お疲れ様でした。

　平成 20 年度も引き続きよろしくお願いいたします！

　平成 20 年度も、「（社）やどかりの里　やどかり情報館（精神障害者
福祉工場）」さんに広報誌出版をお願いしたいと思っています！！

　今後ともよろしくお願いいたします。　　　　　　　　　広報委員


